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１．日本労働社会学会第２６期第３回幹事会議事録  
 
2014年 7月 5日(土)13：30～15:30 

専修大学神田キャンパス 7号館 773教室 
 
１．第 26 回大会の準備  
(1)大会日程 
・10月 24日(金)工場見学、25日(土)自由論題報告、26日(日)シンポジウム 
(2)シンポジウム・テーマ：「若者の就労と労働社会の行方」研究活動委員会より 
	
 ①テーマと報告者 
・正規雇用：今野晴喜会員、非正規雇用：伊藤大一会員、運動：山崎憲非会員、政策：阿

部誠会員、コメント：木本喜美子会員に決定。 
	
 ②プレシンポジウム 
・9月 6日の幹事会終了後におこなう。 
	
 ③公開シンポジウムの宣伝 
・チラシを作成する。メーリングリストでファイル添付するとともに、紙媒体でも作成し

送付する。 
・学会ホームページ冒頭に掲載する。吉田幹事に依頼。 
(3)自由論題報告の募集スケジュール 
・7月 31日(木)エントリー締め切り 
・9月 6日(土)分科会の構成と座長案の決定 
・9月 20日(土)報告要旨の締め切り 
(4)開催校へのデータ送付 
・会員発送用大会プログラムは、9月 6日の幹事会終了後。 
・当日配布用大会報告要旨は、9月末。 
(5)開催校準備状況 



・使用教場は 4教室を用意。うち 1教室は予備用。報告設備、立て看なども手配済み。 
・10月 24日幹事会用教室確保。 
・懇親会は、大学会館食堂 2階を確保。会費は一般 4000円、院生 2000円を予定。 
・アルバイトは 2日間で延べ 15人予定。 
・大会参加予定推測 80人、懇親会推測 40人。 
・シンポジウムの宣伝を活発におこなう。 
(6)工場見学 
・日産横浜工場：14:00〜16:00（120分）に 7月 24日に申込み 
・見学内容：ビデオ上映、説明、エンジン組立ライン見学、体験コーナー 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ゲストホール／エンジンミュージアム見学、質疑応答 
 
２．委員会・担当業務報告  
(1)『年報』編集委員会 
・投稿論文の査読者依頼中。 
(2)『労働社会学会研究』（ジャーナル）編集委員会 
①16号の編集スケジュール：投稿は 3本になった。発行予定来年 3月までの手順を報告。 
②J-STAGEへの登録は、今回はできなかった。 
③著作権委譲のお願い。橋本代表幹事より「年報」「ジャーナル」に論文等が掲載された会

員への著作権委譲のお願い（公告）案が提示され検討された。一部修正されたあと承認さ

れた。問題点は、退会者や物故者についての対応をどうするかである。今後検討する。 
(3)研究活動委員会 
①大会シンポジウム・テーマについて 
・上記１．で報告済み。 
②学会奨励賞について以下の 3点が提起され了承された 
	
 1)今年度の学会奨励賞候補作品の推薦 
	
 2)学会奨励賞の候補作品の選考過程にかんする改訂案 
	
 3)総会における候補作品の発表と表彰（昨年度の受賞者小谷幸会員の表彰） 
(4)関西部会 
・2014年 6月 21日（土）14時〜17時、龍谷大学梅田キャンパス研修室で、以下の 2件の
報告があった。 
	
 	
 1渡辺めぐみ（龍谷大学）「私立大学生のアルバイトの現状と課題-第二回調査」 
	
 	
 2 小木曽由佳（立命館大学・院生）「多様化する職場のワーク・ライフ・バランスと	
 	
 	
 
労働組合の課題」 
(5)労働調査等プロジェクト等検討委員会 
・テーマについては検討中。	
  
(6)社会学系コンソーシアム 



・コンソーシアム通信第 19号発行（回覧） 
(7)社会政策関連学会協議会 
・報告事項はとくになし。次回協議会開催は、7月 12日（土） 
(8)会計担当 
①会員数は 6/30現在 250名 
②2014年 1月～6月までの会費納入状況：130万 4000円。3年以上の滞納者 40人、うち
5年以上の滞納者 20人。長期滞納者に対する対応をそろそろ決めるべき。 
③主な支出項目が報告された。インフォテックへの事務委託費、ジャーナル 15 号編集費、
社会政策関連学会費、アルバイト代など。 
④大会関連費用について報告し、了承された。 
 
３．事務局より  
(1)寄贈書籍(回覧) 
	
 榎一江・小野塚知二編著『労務管理の生成と終焉』（法政大学大原社会問題研究所叢書）

日本経済評論社	
 2014年 
(2)Mブラウォイ講演会のご案内(回覧) 
(3)日本学術協力財団より依頼(回覧) 
データベース「学会名鑑」に関する調査依頼について 

(4)国立大学法人千葉大学より(回覧) 
	
 教員の公募について（依頼） 
(5)論文発行案内(回覧) 
	
 『一橋社会科学』編集委員会より金美珍会員論文の発行案内 
 
４．会員異動  
(1)退会申込み（回覧） 
	
 ①北川隆吉会員	
 	
 ②崔	
 海燕会員	
 	
 ③前島賢土会員 
(2)入会申込み（回覧） 
	
 ①橋本美由紀氏（法政大学大原社会問題研究所兼任研究員） 
	
 ②石川真弓氏（高崎経済大学大学院博士後期） 
	
 ③飯田未希氏（立命館大学政策科学部准教授） 
	
 ④長嶺宏作氏（日本大学国際関係学部助教） 
	
 ⑤リュウミン氏（東洋大学大学院福祉社会デザイン研究科修士課程） 
(3)会費減免申請（回覧） 
	
 3名 
(4)住所・所属等変更 
	
 5名 



 
５．第２７期幹事体制  
・現在、関係各位に依頼をしている。次回幹事会で事務局長等を検討する。 
・次回開催校について打診中であることが報告された。 

以上 
 
２．日本労働社会学会第26期	
 第4回幹事会議事録	
 

2014.9.6	
 専修大学	
 

1.	
 第26回大会関係	
 

(1)大会日程に関して	
 

10月24日	
 工場見学	
 担当の中川幹事欠席のため特になし。集合場所等の設定は小川幹事が

担当することに。	
 

10月25日	
 戸室幹事より自由論題報告	
 合計8名から申込がなされた旨報告があり、スケジュ

ールおよび司会者案が提示された（できるだけ非幹事の会員から選ぶとの原則で選出との

こと）。	
 

10月26日	
 大重幹事より、シンポジウムについて。今回は一般にも開放するため、ポスター

を300枚印刷し会員全員に送付すること。費用は2万5千円程度かかるが、了承された。	
 

(2)開催校準備	
 

山田大会実行委員長より、特に進展はないが、昨年よりも3週間程早いので、早めに対応す

る。遅くとも9/29までに会員に大会案内文書等を送付する意向が示された。送付用タック

を会計で作成し、実行委員長に送ることが確認された。今回は幹事選挙のある年なので、

橋本代表幹事と中川事務局長とで当日までに投票用紙を作成しておくことが確認された。

報告要旨集は当日に配布することになった。また一般聴衆用に、二日に分けて要旨集を作

って欲しいという声も出たが、手間がかかるので一括して両日分作成することとなった。	
 

	
 

2.	
 委員会・担当業務報告	
 

(1)『年報』編集委員会	
 

呉編集委員長より、順調に編集が進んでいるが、ある本の書評担当者が見つからずに苦慮

している旨が報告された。	
 

(2)『労働社会学研究』編集委員会	
 

山下編集委員長より、順調に編集が進んでいる旨報告があった。投稿規定の改訂で著作権

は従来通り学会帰属とするが、著者自身による複製、公衆送信については申し出がなくと

も認めるとの改訂案が提示された。年報投稿規定ともあわせて、橋本代表幹事が次回の総

会で案を出し承認を受けることとなった。	
 

(3)研究活動委員会	
 

京谷幹事より、労働社会学会奨励賞の選考方法の改訂案が提示され、5人（幹事会との兼任



を避ける）からなる推薦委員会を設け幹事会に推薦し、幹事会が検討し、選考委員会に提

示するとの案が示された。幹事会の関与の仕方について異議が出たため、具体的決定につ

いては次期幹事会に委ねることとした。	
 

(4)関西部会	
 

吉田幹事より、6月21日に11人の参加をもって無事、関西部会が開催されたことが報告され

た。	
 

(5)労働調査等プロジェクト	
 

特に何も出ず、橋本代表幹事より次年度より専任の幹事を置く必要性も出されたが、今後

については次期幹事会で引き続き検討することになった。	
 

(6)社会学系コンソーシアム	
 

橋本代表幹事より、世界社会学会で各関連学会から選ばれた論文集のCDが作成され、配布

されたとの報告がなされた。	
 

(7)社会政策関連学会協議会	
 

特になし。	
 

(8)会計	
 

特になし。	
 

	
 

3.	
 事務局より	
 

橋本代表幹事が、次次回の大会開催校について、大阪市立大学の水野会員に意向を問うた

ところ、水野会員からは李捷生教授を代表にして受けていただけることになり、また大会

テーマ、および工場見学についての提案があったとの報告がなされた。大会テーマ（正確

にはシンポジウムテーマ）については、本学会では大会開催校が決定するのではなく、研

究活動委員会を中心にして幹事会で決めることとなっているため、水野会員の提案につい

て何人かの幹事から異論が出て、この件については橋本代表幹事より水野会員の誤解を解

いていただき、今後幹事会で次次回のシンポジウムのテーマを決めていくことになった。	
 

	
 

4.	
 会員異動	
 

中川事務局長が不在のため、後日、メールで審議することになった。	
 

以上	
 

	
 

★日本労働社会学会事務局（第 27 期）★	
 

〒150-8366	
 東京都渋谷区渋谷 4-4-25	
 青山学院大学経済学部	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 松尾	
 孝一（まつお	
 こういち）研究室気付	
 

TEL:	
 03-3409-8846（研究室直通）	
 

FAX:	
 03-5485-0698	
 

E-mail:	
 matsuo@econ.aoyama.ac.jp	
 	
 学会 HP:	
 http://www.jals.jp/	
 



	
 

★会費納入のお知らせ★	
 

学会費の納入は下記口座までお願いします。	
 

【郵便振替口座】口座番号：	
 00150-1-85076	
 加入者名：	
 日本労働社会学会	
 

年会費	
 学生・院生会員：6,000 円	
 一般会員：10,000 円	
 

会費減免制度については、下記 URL をご参照ください。	
 	
 

http://www.jals.jp/discount/	
 

	
 

★住所・メールアドレス変更通知のお願い★	
 

住所変更とメールアドレス変更した場合には、必ず事務局に連絡をお願いします。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 以	
 上 
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